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人生100年時代、65歳からの充活を楽しもう！
～他職種連携でフレイル予防～
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■具体的な取り組み
本事業は、理学療法士・看護師による、65歳以上の方に起こりやすい疾患（高血圧、骨折、認知症等）に
特化した予防トレーニングと、管理栄養士による疾患予防を目的とした栄養講座の「二本柱」で実施しまし
た。また、当施設のBimiヘルパーと連携し、毎回、疾患予防を意識した料理を実際に調理・試食する機会
を設けました。
今年度は、令和7年11月13日（木）から12月18日（木）までの期間に、全6回開催しました。具体的な取
り組み内容は以下のとおりです。
① 理学療法士、看護師、介護員、相談員、管理栄養士、ヘルパーによる内容検討
② 参加者募集チラシの作成および配布
　（地域包括支援センターの協力、市の広報誌、町内回覧板、公民館掲示等）
③ 参加前の歩行状態測定
④ 運動教室および栄養講座の開催
⑤ 全6回終了後の歩行状態測定およびアンケートの実施

■取り組んだ課題

コロナ禍により自宅で過ごす時間が増えたことで、活動量の減少による筋力低下や、栄養の偏りによる低栄
養状態、また地域活動の中止に伴う社会的孤立が深刻化し、認知機能の低下もみられるようになっていま
す。人生100年時代と言われる現代において、健康寿命を延ばし、自分らしくいきいきと生活し続けること
は、非常に重要な課題です。
瀬戸市では、平成29年度より一般高齢者を対象とした介護予防事業を開始しました。私たちは本事業を活
用し、デイサービスで培ってきた経験と、総合福祉施設として多職種が連携できる強みを活かしながら、運
動習慣の定着と交流の機会を提供することで、地域の皆さまが住み慣れた地域で、より充実した生活を送る
ことができるよう支援したいと考え、本事業に取り組みました。
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① 定員12名に対し、約1.4倍となる17名が参加した。
② 新規参加者を5名確保することができた。
③ 運動・栄養・認知症予防に関する啓発活動を行うとともに、社会参加の場を提供することができた。
④ 多職種と連携し、包括的な介護予防事業として開催することができた。
⑤ 事前および事後に歩行状態を測定した結果、若干の向上が認められた。
⑥ 最終日のアンケートでは満足度が高く、事業終了後も自宅で運動を継続している参加者が多くみら
　れた。

■今後の課題
① さらなる内容の充実
　体験型プログラムや視覚的に分かりやすい資料を取り入れ、参加者が理解しやすく、継続意欲につな
　がる内容へと進化させていく。
② 男性の参加促進
　男性にも関心を持ってもらえるテーマ設定や広報方法を工夫し、参加しやすい環境づくりを進める。
③ 地域への広報強化
　地域包括支援センターや関係機関との連携をさらに深め、広報媒体を活用しながら、より多くの地域
　住民への周知を図る。

■活動の成果と評価
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